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(252，干日)持ンの免疫率的研究各種結核ワクチ

山本他
(北海道大学結核研究所高精義夫教授)

Romer反応陰性な休J1'i:400-600 gのそルモットを 12

iiJlずつ3~rFに分け， ts 1 群には， 5会議人型!結陵商{中野株ソ

ート γ23 日 f古主 IOmg/c巴生理l下J食~;L\7.kn.;遊波 IWC 11時

間加熱死活を， 第2併にはBCGソート γ8-10日培妥の

生泊々泌を，銘31¥itこは)!t);1 併とおなじ政15菌培技から第

l報と同級にして作ったマーゾニ y死菌を，それぞれ IJI!il

間隔で第 1，:HJ+ーには l問3mgずつ，tf)2~非には Imgず

つ服部皮下に援活した。 注射回1ははおのおの3目。 この

際， i;l~2m，に月j\，、た BCG の生活.Ìl\(~i.はそれぞれ1O-5 mg

で0.2，1.2および 16であった。

f邸iI¥完了後6沼目に|日ヅベルタリ y30{古波 0.1c巴を

皮J)~注射し 241r!î間後に成l~~! を判定し， ついで~G~寄人主:I1 Iill

f中野株の生迎Y.l:食也水浮遊液0.01mgを3免疫ポおよび新

たに加えた対日夜他府モルモヅトの右下腹部皮下に接種し，

以後毎週感染局所，局所リ yパ腺および休mを奴祭測定し
た。 なお感染菌数は，小川培地で定呈法誌の結果， 大体

120，000 であった。

実験動物は感梁後7週日に全部撲殺して内!政々aiおよ

び各リ yパj院における結E友病変を肉眼的に観察し，同時に

EW!肢の定丑培養を小川培地で符った。

であった。さらに鍔2群においては硬桔の出現程度が極め

てfjJi苔で、あった。

2) 感染局所および局所リシバ腺の変化: 感染局所

変化は3免疫:併ともに殆ど同時に発現したが，その後，死

宮免疫の2若手では，時間とともに眼出賜の形成などの局所

変化が放くなり，そのfl皮は対照群と苓差なきに至った。

これに反し， BCG免疫訴でt士出泌を日したものさえなく，

剖検時には殆どみな治怨しており，わずか liIl1に際協が認

められたのみで・あった。 局ji)f!iYパ腺sHi脹も， BCG免疫

群では他の 2 群および対mHYf:に比べて，かなり~皮であっ

た。

3刃) 内内!臓i蹴依々 探およびリ yパ服の肉眼的宮切剖:u検所見成父

U 
5似{己~1皮3支U'ぷf円(および井対Jf照1照~*i-点(ニにくらベて，病変が1Ø 1珂にn窪いことは

ー日間然である。死菌免疫の2併では，対照併にくらべ，

~Itj変はあまり程仰で・はなかった。のみならずマーゾニ γ死

習がと加熱死illI~~ß との間にも差はJ'I!.られなかった。なお，

剖検1守に!fVJ!fi)]が減少したのは，怒さのため路死するものが

多かっためで・ある。

4) 門限内の生菌数: 国2はその成部である。この

場合も生匹以はBCG群におし、て， 他の免疫群および対照

よりも活かに少数であった。即ち BCGt"(ェではH'R-W没 IO-~g

中3コの生菌数を認めた!同をのぞき，他はすべて1O-2g

で生蓄は全く認められなかった。他方.死菌ffi疫の2群だ

けを見るとその間には著しい差はなかったが，両者とも，

対照{frにくらべるとやや少なかった。

さきにわれわれはツベルグリ yアレルギ「沈降反応

および赤血球凝集反応を， 3種のワグチγで免疫したウサ

ギについて追究し，これら;;:，~反応のいずれにおいても BCG

免疫の場合，最高値が見られることを知ったJ)。今回はこ

れらワグチyの桔彦、感染訪烈力を見る目的で，モルそット

で実験した。前回と少々起を具にしてフォルマリ y ワグチ

yの代りに加熱死苗ワグチyを使用Lてみた。

実験方法

総括と考察

加熱死習の免疫原f生については幾多の研究がなされて

いる。特に最近，矢追わらはマーゾニ y桔i亥死萄のツペル

グリ yアレルキ了{賦l子力および感染防虫力が BCGのそれ

に劣らぬことを報告・しているが，われわれの今回および前

報の研究では，このような問向は認められなかった。これ

はワグチy羽製法，持1J飢えあるいは掠極i去の主によるもの

であろうか。

実験成績

1) {，t\度後 6~自におけるツベルクリ y アレルギー:

発赤の大きさ直径平均 10mtn以上を陽性とすると，第 l

群(力日熱死まjJf~) ¥コ 8訊rt5 iJs， ~} 2 t伴(BCG若手jは6llrl中

59i1および第31J(， (マ戸ゾニ y死菌群iは8im中4D:;lが湯性'

Jj'q'恐と生物設第 27!{2't存 4.~j}2に設表した。コヤ論文は* 
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司、Itf 加を年究箆受1主君主

晶
;r Hl BCG 'ì菌免疫~+

オー3 君手マーメニン死鼠~j支君平

;n君主草

国 1 内臓々恐およびリンパ腺のヒストグラム

対照n

初

34.61><10
3 

47.3><103 

100 150 ，耳~1立千}

己信l13S.732x103

圏2 n~11臓内会生首Wx(各詳の2f'.-j:!M点)

以上.のわれわれの実験では，ひとまずつぎのような総

論に到ヰせざるを得なかった。即ち，マ戸ゾニy死苗およ

び力~~~\7E苗ワクチyのツペルグリ y アレルギー賦与力およ

び感染防烈力はBCGのそれより遥かに劣る。
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